






















    ２６頁 報告事項 説明 

       審議・承認事項 １）・・・削除 

    ２７頁 「００～０１三宅島支援物資協賛金の報告書」 

       事後処理委員会の見解・・・収支報告書も明確で問題ない。 

    ３０頁～３１頁「事後処理特別委員会中間報告」 

    上記に記戦の内容を踏まえて、政策･会則･長期計画委員会で付議して頂き、 

    次期から施行できるルール作りをお願いする。 

(ガバナー発言） 

   それでは政策･会則･長期計画委員会とのすり合わせにより第３回のキャビネット 

  会議における継続案件と言うことにさせて頂きたい。 

 

―――― 継続審議として承認 ―――― 

 

（政策･会則委員長発言） 

   政策･会則がこれを検討する必要があるかないかについては､われわれはこれから 

  委員会で検討をする。金銭処理の問題であるのでこの点についてはキャビネットに 

  会計処理の細則があると思うのでそれに基づいて執行するのが当然である。 政策・ 

  会則も収支報告書を検討してみるが、金銭の流れが非常に不明瞭であるのは事実で 

  ある。 

   特に、金銭の流れについての２９頁の内容は不明瞭で、お金がどこかに行ってし 

  まったということなので政策・会則で検討する余地がない。これは会計処理の問題 

  であり､時の会計監査の結果にも影響すると考えられる。 

   さらに３０頁の協賛金に余剰が生じた場合は、期末に“愛の泉緊急災害援助資金” 

  に移管すると書いてあるが、特別会計を組んだ場合あくまでもアクティビティの例 

  をみると、植樹の剰余金があればこれは特別会計に残すのが基本であり“愛の泉” 

への移管は間違いあるので､この点キャビネットでも良く検討していただきたい。 

(１７）緊急対策委員会報告。審議事項 Ｌ委員長梶原正和 

      報告書３２頁のとおり 

    東京消防庁認定『第６回上級救命士技能講習会」について 

    実施日：新規２００８年３月２５日午前８時４５分集合～午後５時終了 

        更新２００８年３月２５日午後１時３０分集合～午後５時終了 

     以下報告書記戦   各クラブ案内済み 

   委員会では前回キャビネット会議で写真入りビラを配布したが,これは講習会内容 

   や３３０複合地区事務所での贈呈式､柏崎への現地視察等を委員会で撮影したものを 

    順を追って記載してある。 

    委員会では諮問事項の中で緊急災害マニュアルの作成にあたっている。これは複 

   合地区や東京都からの書類、その他各所からのものも含め､総合的な資料を利用し、 

   メンバー各位に活用してもらえることを目指して作業を進めているので次回キャビ 

   ネット会議までにはできると思っている。ご意見や資料等があれば委員会に寄せて 

   頂きたい。 

（１８）選挙制度検討委員会報告 委員長Ｌ飯田 金広 別紙報告書３３頁３４頁 

   飯田金広委員長が欠席であり報告書通りであるので、熟読のうえ理解をお願いした 

   いとのガバナー発言により終了。 

（１９）クエスト青少年育成レオ委員会報告 委員長Ｌ橘 薫 

      別紙報告書・審議事項（追加） 

   クエストについてはこの期が始まる前に次期３役セミナーにおいてガバナーより 

  マニフェストが出されている。これは今期国際プログラムであるからぜひ実行しい 

  との強い意向であると理解した。 

（１２） 



 私の調査によると、クエストは中島ガバナーの期あたりから注目を浴びるように 

なり､次期の山浦ガバナー期にクエスト検討委員会が設置され､さらに中村ガバナー 

期は推進委員会を設置､四大交付金申請をし､ＡとＣの地区で１０万ドルのお金をい 

ただいた。これは２年半の資金で､昨年１２月には終了しゼロとなった。この報告は 

当然ＬＣＩＦにしてあるはず。そして､森山ガバナー期には中村ガバナーの行った事 

業を監視し､それが円滑に進むよう努めた。 飯田ガバナーは今期はＹＥとクエストと 

が重要ということで協賛金の導入を目指しているが､昨年１２月に切れたものと重な 

ると申請できないため､本年１月に皆様の承認を得て四大交付金の申請をしたい。 

以上クエストの歴史､現状､ライオンズクラブとのかかわり等説明。 

   1.「ＬＣＩＦ四大交付金」助成申請の件 

   2.「クエスト教育基金」の創設の件についての説明と審議の要請を行う。 

(ガバナー） 

審議事項 1.と２.がありますが、とりあえず本日の臨時キャビネット会議では 

審議事項１．承認をいただきたい。これは第１回のキャビネット会議で私が皆様 

方に提案して１５０万円の話をしましたが、現在７４万４千円集まっております 

が、各クラブのクエストに対する理解の結果です。前々期の中村期にはＡ地区が 

２５０万の負担をしています。今期は各クラブからの資金１００万円とＪIＹＤ 

の１５０万円、合計２５０万円でＬＣＩＦの申請をしたい。 

 クエストの今後の２年半の動きが決まって行く。クエスト問題は止めることが 

できない、これからもライオンズクラブがずっとかかわって行かなければならな 

いと考えている。すでに７４万円余は集まり、ガバナーとしての責任もある。 

  ＬＣＩＦの申請をご承認いただきたい。 

―――― 賛成多数で承認された ―――― 

 

 このあと､小坂哲瑯元ガバナーから下記 1の事項の質問があり、橘薫委員長は下記２ 

のとおり回答した。そして再度承認･決議された。 

記１ 

（質問）             

１．本事業計画の経費が過大ではないか。 

２．本計画は、難しい教育問題であり、日本の教育制度に相応しないのではないか。 

３．資金の使途内容が明確に把握できない。 

記２ 

（回答） 

１. 経費を少なくするよう努めている。 

２. 文部科学省では平成１４年より「総合学習の時間」という科目がある。 

   この時間にライオンズクエスト・プログラムが認められている。 

３. 古いものはわかりませんが、直近のＬＣＩＦ四大交付金申請し、承認いただ 

いた予算の通り実施、その報告書並びに領収証で明確に確認出来る。 

―――― 賛成多数で承認された ―――― 

 

（１３） 



IＸ. 今後のキャビネット会議予定   大内幹事より 

  1. ３３０‐Ａ地区第３回キャビネット会議（キャビネット構成員のみ） 

     日程 ２００８年３月１７日（月） 

     時間 １４時００分～１７時００分 

     場所 八王子京王プラザホテル 

  ２. ３３０‐Ａ地区第４回キャビネット会議 

     日程 ２００８年６月１８日（水） 

     時間 １５時００分～１７時００分 

     場所 東京プリンスホテル 

Ｘ. 閉会 

   太田キャビネット会計より閉会の挨拶。 

   １７時３０分閉会した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１４） 

 






